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情報技術ー情報セキュリティマネジメントの

実践のための規範

正　誤　票

区分 位　置 誤 正

本体 5.2　目的

8.6　目的

8.7.3　b)
8.7.4.1　d)
8.7.4.1　e)

9.4.8
10.1.1
10.5.4　d)
11.1　目的

12.1.3
12.3　目的

･･･保護の度合いの加重又は特別な取

り扱いが･･･

財産に対する･･･

認可。

･･･作成，･･･

外部からアクセスできる職員の名簿を

公表する･･･

共用ネットワーク，･･･

,･･･認定された製品の･･･

使用前に･･･

･･･運転を早く確実に復旧する･･･

･･･監査及び記録，運用手順）･･･

･･･最大限にすること，･･･

･･･保護のレベルを上げる又は特別な

取り扱いが･･･

資産に対する･･･

権限。

･･･作成元，･･･

アクセスできる職員の名簿を外部へ

公表する･･･

共有ネットワーク，･･･

,･･･認証された製品の･･･

運用前に･･･

･･･運用を早く確実に再開する･･･

･･･監査記録，及び運用手順）･･･

･･･最大限にするため，･･･
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